











徳島俘虜収容所は 1914 年 12 月 3 日に開所し、1917 年 4 月 9 日に閉所、206 人のドイツ兵
捕虜を収容していた。まず他の多くの初期収容所と同様、11 月に大阪俘虜収容所が開設され






























Anzeiger)の存在が確認された。この新聞は当初週刊であり、1915 年 4 月 5 日付けの I 巻 1 号
から 1916 年 9 月 17 日の III 巻 17 号1 まで通算 67 号が見つかっているが、それ以後板東移転























 第一のテーマである年中行事と祭りについては、まず I 巻 5 号から 6 号にわたって「日本
人の楽しみと祭り」という記事が連載され、各季節の年中行事について一般的な説明がな




                                                   





























単調さの中にいるわれわれにとっては歓迎すべき気散じであった。(I, 18, 10-11) 
 
次いで I巻23号（1915
年 9 月 5 日）の「日本














































こさせるものはない。（III, 15, 6－7） 
 
Ⅱ巻 8 号（1915 年 11 月 14 日）の「即位の祝典行事について」という記事では、11 月 10 日



















  水曜の午後3 時半ちょうどに祝砲が轟き、日本人みんなが熱狂して「万歳」を叫び、港
に停泊している汽船は実際耳をつんざくほどに汽笛を鳴らした。 
  日本各地で同時刻に同じことが起こった。兵営では加えて更に21 発の礼砲が打ち鳴ら
された。日本中でこのように大音響で祝われたこの瞬間は、総理大臣大隈伯爵が京都の
宮殿で祝意を奏したその同じ瞬間だった。〔・・・・〕 
  その後今月13 日まで毎日、旗行列か夜の提灯行列が続いた。16 日には兵営では将校の
ために、県庁では役人のための一大祝宴が執り行われる。それに招待された者たちは記
念硬貨が貰える。14 日から16 日までは、通りという通りで行進や踊りが繰り広げられる

































容された施設がたまたま川べりの建物だったということが大いに関係している。I 巻 8 号





























      船舶名  トン数  乗客数 
     第２共同丸 401.52  243 
     第６共同丸 307.47  277 
徳島丸   314.43  199 
きとう丸  332.60  168 
  これらの船の航路は、大阪－神戸－小松島－徳島である。大阪－徳島の全行程（62 海




      船舶名  トン数  乗客数 
播陽丸  278.00  172 
吉井川丸 214.39  163 
生田川丸 215.90  166 





下駄・竹などは、高価な船積みを避けて帆船でまとめて運ばれる。(I, 8, 7f.) 
 



































































































































                                                   
5 川上三郎「『板東』前史としての『徳島俘虜収容所』」（田村一郎『板東俘虜収容所の全貌 所長松江





































から、1915 年 4 月 5 日から翌
年の 8 月 20 日までの 1 年 4
ヶ月の間に演奏会を 50 回、








やハイドンの交響曲など大曲へと徐々に進んで行った。1916 年 8 月 20 日のコンサートの記
録には、「『歓喜に寄す』 ベートーヴェン第九交響曲ニ短調より」と記されており、第四楽
















































































































                                                   
10 如意輪寺山門の近くにある杉の木に刻み込まれた観音像で、生木観音、立木観音などと呼ばれる。 
11 鳴門市ドイツ館史料研究会翻訳・編集『ディ・バラッケ』第 4 巻、2007 年、395 ページ 
